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3.男女の割合

インターネット利用者の男女の割合は、図4（CSJ調査。N＝2,382）では男性

93.2％に対し女性6.8％、図5（インプレス調査：既接続者のみ対象。N＝950）で

は男性96％に対し女性4％である。巷間、「日本の女性の利用者は１割に満たない」

といわれてきたことを、改めて実証した結果となった。

サンプルのとり方によって結果が異なるのは当然だが、図4に比べて図5の女性

の占める割合が低いのは、オンラインと雑誌という調査手法の違いが要因の1つ

になっていると思われる。つまり、インターネット利用者が必ずしも雑誌の購読

者ではないわけだから、活字を敬遠しがちな女性の利用者まで十分にすくい上げ

られなかった可能性が考えられる。

ちなみに、CSJが95年6月25日から7月2日に行った同様のオンライン調査では、

女性の割合は4％だった。単純に考えれば、4か月間で3ポイント近く上昇したこ

とになる。が、数字が小さいだけに、必ずしも女性の割合が高くなっているとは

いい切れない。いずれにしろ、この2つのデータだけを基にして、現在の時点で

女性の占める割合を断定するのは早計すぎるだろう。

ただし、利用者全体が増加していること考えれば、女性の数も伸びているのは

確かなようだ。

4.地域分布

地域別の利用者の分布状況を表したのが図6（CSJ調査）、図7である（インプ

レス調査：既接続者のみ対象。N＝950）。一見してわかるとおり、「東京」およ

び「東京（都）以外の関東」が高い数字を示している。両ブロックを合わせると

図6では全体の55.1％、図7では53％を占める。「東京（都）以外の関東」では神

奈川、千葉、埼玉といった東京に隣接した地域での普及が目立つ。

この傾向は地方でもほとんど変わらない。大阪、愛知、兵庫、京都、福岡、北

海道など、政令指定都市を持つ道府県の多くが周辺地域から抜きん出た状況とな

っている。地域的な情報格差を縮小することが期待されているインターネットで

あるが、他のメディアと同様、大都市主導で推移しているのが実状のようだ。

しかし、前述したCSJの6月の調査と比較すると、「東京」は前回（6月）の

37.5％から、今回（10月）24.1％と13.4ポイントも減少。その分を「東京都以外

の関東」（6.5ポイント増加）をはじめ「近畿」（4ポイント増加）や「中部・甲信

越」（2.3ポイント増加）などが取り込んだ格好となっている。全体的には大都市

主導ではあるものの、地方への普及もかなり進展していると想像される。

今後、プロバイダーによるアクセスポイントの整備がさらに進み、さらに地元

CATVとの乗り入れなども行われるようになれば、そうした傾向によりいっそう、

拍車がかかるものと思われる。
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インターネット利用者の実像と利用状況
第 3 章インターネットの現状
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図７ 地域分布 (I)
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